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「オリンピック休戦」に 賛同する壁画

公式HPはこちらです→
一人ひとりの視点や考えを尊重し合いながら、一緒に活動しませんか？！

オリンピックを競技だけでなく、様々な側面から幅広い視点で捉えてみようとするメ
ンバーで構成されています。活動の関心事や対象は、オリンピック・パラリンピック
の理念や歴史、ムーブメントや大会のあり方、社会との関係、スポーツ医学や生理
学、理念(オリンピズム)の普及や教育活動など、多岐にわたっています。

ビートルズ（The Beatles）のメンバーだったジョン•レノンさんと、
配偶者のオノ・ヨーコさんの曲「イマジン（Imagine）」が、東京2020大
会から「開会式の要素のひとつ」になりました！

「イマジン」には、平和や世界が国境の垣根なくひとつになることへの願
いが込められており、パリ2024大会の開会式で演奏されています。

開会式の歴史をさかのぼると、実はアトランタ1996大会から、複数の大
会において様々な形で演奏されています。

平和を希求する歌 「イマジン」

トリノ2006冬季大会において、「休戦の壁/Truce Wall」が初めて
選手村に設置されました。

リオデジャネイロ2016大会からは「休戦の壁画/Truce Mural」に
呼び名が変更され、東京2020大会、パリ2024大会においてもサイン
ボードが設置され、多くの選手から休戦や平和を希求するメッセージ及び

サインが記されました。
これらの壁画は、オリンピックの平和運動のレガシーです。
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オリンピックは、
競技大会の開催を遥かに超えた、
理念(オリンピズム)がある ムーブメントです
人々の生き方や、社会のあり方などと向き合っています

オリンピックの 理念 = オリンピズム とは？！

オリンピックの憲法とも言える『オリンピック憲章』には・・・

「オリンピズムは
肉体と意思と精神のすべての資質を高め、
バランスよく結合させる生き方の哲学である。
オリンピズムはスポーツを文化、教育と融合させ、
生き方の想像を探究するものである」と記されています。

スポーツによって心身ともに調和の取れた若者を育成し、
そのような選手達が4年に一度世界中から集まり、フェアに競技し、
異文化を理解しながら友情を育むことによって、
平和な国際社会の実現に寄与するという教育的、平和的な考え方（哲学・思想）です。

出身の国や都市、地域、肌の色、宗教、性的指向、
言語、文化などが 異なれど..
そこに辿り着くまでのあらゆる経験や努力を、
アスリートは言葉にせずとも、きっと分かち合える。
人々は互いの無理解や偏見を無くし、感動し、理解し合える。
そうした人々が1人でも増えれば. . 、きっと世界は平和になる。

オリンピック競技大会や、それを含めたオリンピック・ムーブメントには、

創始者：ピエール・ド・クーベルタン や、IOC（国際オリンピック委員会）の

こうした理念（オリンピズム）や 願いが込められています。

クーベルタン
（1863〜1937）

NPO法人 日本オリンピック・アカデミー（詳細は裏面をご覧ください）

卓越性（Excellence）
スポーツであれ 仕事であれ、ベストを尽くすこと。重要なのは勝つことではなく、
参加すること、進歩すること、肉体、意志、精神の健全な一体感を得ること。

敬意/尊重（Respect）
自分自身、自分の体、他者、規則や規定、スポーツ、環境への敬意／尊重が含まれる。

友情（Friendship）
友情は、オリンピック・ムーブメントの中心にある。
友情は、スポーツが個々人の、また世界中の人々の相互理解に役立つことを教えてくれる。

オリンピズムの本質的価値（The core values of Olympism）
〜近年：IOCは、オリンピズムをわかりやすく3つのキーワードで示しています 〜
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